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準備編 基本編 応用編 


使用説明書 


ご使用前に必ずお読みく ださい, 


田 




特長 


1. スーパー E 己 C FUJINON レンズ 1:2.6 f =38 mm により、近接（日. 4 m ) か6無限遠までクリ 
アでシャープな高画質を実現します。 

2. カメラ操作を気にずることなく撮影ができるプ□グラム AE 、 臨場感を作り出す絞り優先 AE の高性 
能露出制御機構を搭載しています。 

3. 多彩な光線状況に対応できるオートエクスポージャーブラケティング （ AE 目)、露出補正など、リ 
バーサルフィルムを使った撮影で、多彩な露出巧まを駆使できます。 

4. AF (才ートフ ォー カス）のほかに、マニュアル フォー カス設定機能の搭載により、あ！5かじめ撮影 
距離をミ尖めて移動被写体を撮影するなど、状況に合わせた撮影が巧能でず。 

己.バルブおよびバルブタイマー機能の搭載により、夜景撮影の幅が広がりまず。 

邑.多彩なスト□ボモードを装備し、状況に合わせたスト□ボワークが巧能です。 
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同捆品 

この製品には、カメラ本体けがに切下の 
付属品が同捆されています。箱を開けた 
とさにご確認 <ださし、。 

□リチウム電あ CR 吕1本 
□ ネックストラッフ 
□ 使用説明書 □ 巧記書 
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ま全にご使用いただくために 


• この製品および付属品は、写真撮影扮外の目的に使巧しないでください。 

♦製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの上、正しくご使巧ください。 
♦この説明書はお読みになった後で、いつでも見5れるところに必ず保管してください。 
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この表をを無視して誤った取り扱いをする 
と、人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定 
される内容を示しています。 


. この表をを無視して誤った取り扱いをする 
^と、人が傷害を負う巧自目性が想定される内容、 
、'至 および物的損害のみの発生が想定される内容 
'胃' を示しています。 


@絶巧に分解しないでください。感電の恐れがありまず。 


A 落下などにより内部が露出したとさは、絶対に触れないでください。高圧回路があり感電 
する恐れがあります。 


A 



A カメラ（電池）が熱くなる、煙が出る、焦げ臭いなどの異常を感じたとさは、ただちに電池 
を取り出して<ださい。発火ややけどの恐れがありまず（電池を取り出ず際、やけどには十 
分ご注意ください)。 

スト□ポを人の目におづけて発光しないでください。一時的に視力に影響することがあり 
ます。特に乳幼巧を撮影するとをは気をつけてください。 


A カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などが入ったときは、ただちに電 
池を取り出してください。発熱•発火の恐れがありまず。 

^引火性の高いガスが充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近くで力 
メラを使用しないでください。爆発や発火-やけどの恐れがありまず。 









A 

整 

左 

A\ カメラは乳幼おの手の届かないところに置いてください。乳幼巧び誤ってストラップを首 
に巻を付けると、窒息ずる恐れびありまず。 

/{\電ミ也の分解、加熱、义中への投入、巧電、ショートは絶対にしないでください。破裂の恐 
れびあ0まず。 

A 指定 L ソ列■の電池を使わないでください。発熱-発义の恐れがあります。 

/1\電ミ也は乳幼巧の手の届かないところに置いてください。乳幼巧が誤って飲み込む恐れびあ 
りまず。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受けてください。 

A 

意 

カメラをめ5したり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因となることがあ0 
まず。 

/1\自転まや自動車-列車などを運転している人に向けて、スト□ボ発光撮彰をしないでくださ 
し、。交通事故などの原因となることがありまず。 

/?\電池の®©を誤って装てんしないようにご注意ください。電池の破裂、液ちれにより、発 
火、けがや周囲を巧損ずる原因となることがあ0まず。 


C€ 


このマークは、を全な、衛生、環境及び消責者保裏に関する EU (欧讯 
連合）の要求事項を、裝品が満足していることを証巧するちのでず。 
(CE とはヨー □ ッパ認定に onformi お Europeenne) の略） 
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各部の名称 


シャツ ターボタン(- » P .22) 
メインダイヤル （- » P .12、34) - 


ストラップ取り付け部 
(- » P .10) 

セルフタイマーランプ 
い P .37) 



AF (オートフオーカス）窓 


AE 受光窓 
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*() 内のページに詳しい説明があります。 


• もみスト□ボボタン（イ P .28、 39、 42) 


AEB /± AEB / 露出補正ボタン OP .40、42) 


の/ BULB セルフタイマー {- ¥ 9 . 38 ) 
/バルブボタン （イ P .38) 


—スト□ボ発光部 
(- » P .吕3、 2 S 、 3己） 

ファインター窓 

AF 浦助光窓 


フォーカスダイヤル 
(-► P .20. 45) 

フォーカスダイヤル□ック 
解除ポタン OP .2 日、4己） 


撮影レンズ/レンズカバー P . 1 2) 




















警告ランプ（ホ）（イ P .22、 32、3已、41、4目) 



AF ランフ（緑） （■> P .22、46) 


フアインダー接眼部（ィ P . 1 8) - 

フィルム確認窓（ィ P .1 目） 

I —裏ぶた（ィ P . 16、 26) 
圧板 


電池ぶた（ィ P .11) 


SEL (デートセレクト）ボタン(- » P . 13, 15) 
- SET (デートセット）ボタン（ィ P . 1 4) 



〇とフイルム途中卷き戻しボタン 
(ィ P . 吕 7) 


裏ぶた開放つまみ 
一 P .16、26) 


フイルム室（イ P .17) 


兰脚ねじ巧 


スプール（イ P.17) 


•フィルム先端マーク(- » P .17) 
(FILM TIP ) 






















各部の名称 


液晶表示き 15 (すべての表示び現れている状態） 

ホ目軽減（ィ P . 吕 9) 

AEB 補正量い P .40) - 

AEB C -> P .40) - 


セルフタイマー（イ P .3 目）- 


バルブ（イ P.38)- 


BULB 


•夜景（ス□ーシンク □) (イ P.31) 


発光停止 {- ¥ P . 30 )X 
4強制発光(ィ P .3 日） 


+ち句⑤ 

皆同 IQQ] 


巧8目が nn 


1000 


デート（- »P.13、] 己）/ — 
バルブタイマー（ィ P .3 日）, 
露出補正値い P.42) 


MF 




•フイルムカウンター 
一 P.17) 


•電池容量(- >P.13) 


ニュアルフォーカス（ィ P .4 己） 
—逆光補正 (-►P.Sl) 
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各部の主な機能 


操作系 

機 能 

メインダイヤル 

電源 OFF (ィ12ぺージ)、プ□グラム AE い20ぺージ)、絞り優先 AE (ィ33ぺージ）を 
切り替えまず。 

フオーカスダイヤル 

AF (才ートフォーカス）020ぺージ）、 MF (マニュアルフォーカス）045ぺージ）を 
切り替えまず。 

4<§>ボタン 

スト□ボモード（428ページ）を設定します。 

AEB /± ボタン 

AEB 撮影（">40ぺージ)、露出補正 （">42 ぺージ）を設定しまず。 

の/ BULB ボタン 

セルフタイマー撮影（ィ3日ページ)、バルブ攝影（ィ38ページ）を設定しまず。 

SET ボタン 

SEL ボタン 

デート合わせ（ィ13ページ)、デートモード選択（ィ1日ページ）で使巧しまず。 

ボタン 

撮影遗中のフィルムを巻さ戻ずときに使用します （^27 ページ)。 
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準備編 


ストラップを取り付けまず 



まず。 


トラップを取り付け 


市販のストラップをご使巧になる場合は、ストラッ 
プの強度をご確認の上、ご使巧ください。携帯電話、 
PHS 巧ストラップは軽量機器用ですので、ご使巧 
の際は特にご注意ください。 


電池を入れまず 


■使巧ずる電池 
U チウム電池 

フジフイルムエバレディ CR2 1本 

♦フィルムを入れる前に必ず電池を入れてくだ 
さい。 

• 撮影の前には必ず電池容量をチェックしてく 
ださい（ィ13ぺージ)。 

* 電池を交換した場合には必ずデートををわせて<だ 
さい13ページ)。 

本 U チウム電池では約3日0コマ撮該でさまず（当社試 
験条件による)。 

* 旅行や、たくさん写真を撮られるとさは、万一の場 
合に備えて予備の電池をご用意ください。特に海が 
では地域によっては電池の入手び困難な場合びあり 
ます。 


















をます。 

©©©の方向を表示に合わせて電池を入れまず。 


電池ぶたの"▼"を "g" に合わせて、コインな 
どで押しなび5 "負"まで回して取り付けます。 


準備編 
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電源 ON 



メインダイヤルを " P " あるいは絞り目盛りに合 
わせます。 

隐=レンズカバーが開を、鏡桐部が前に出てきまず。液 
晶表を部に"@1"が表示されまず。 

* 電源を入れたまま約日分間放置ずると、電源は自動 
的に切れます。再度電源 ON 状態にするには、なのい 
ずれかの方法びあります。 

• シャッターボタンを半巧しずる。 

♦いったんメインダイヤルを" OFF" に合わせ、そ 
の樓、元の位置に戻す。 
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電源 OFF 



メインダイヤルを " OFF " に合わせます。 

臨=鏡桐部が収め5れ、レンズカバーが閉まりまず。ま 
た、液晶表示が消えます。 

























電池容量のチェック 



電源を入れ、液晶表を部で電池容量をチ I ック 
します。 

〇電池の容量は 0 K です。 

@電池の容量び不足しています。新しい電池を 
準備してください。 

©電池容量がなくなったため、シャッターは切 
れません。新しい電池と交換して<ださし、。 

* 撮影の前には必ず電池容量をチェックしてください。 
* 電池の交換はフィルムび入っていてを巧能です。た 
だし、デートはリセットされますので、再セットし 
て < ださい。 


デ-卜(年月日/時分)の合わせち 


電源を入れて、 " SEL ボタンを2秒な上押し続 
けます。 

年び点滅し、デート修正モードになりまず。 


お 

〇 

4 

〇 

2 

一 

年_ 


〇 : r: 

扣日分 


19 
3己 


〇 

4 

，】2 3 
] へ12 
囲1 
範〇 

定，.…… 
設年月時 


〇 


準備編 
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デート(年月日/時分)の合わせ方 



0" SET " ボタンを押して、点減している数字 
を修正します。 

©" SEL " ポタンを f 甲ずと、次の設定項目に移 
りまず。 

隐= 年 一月一日一時一分の順に項目が移ります。 
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"分"を合わせた!5、 " SEL " ボタンを押してデー 
卜合わせを終了します。 

臨=時報に合わせたいときは、時報のゼ□秒時に" SEL" 
ボタンを巧します。 

* 年月曰は時分に連動して変わります。 

























































デートモードの選択 



デート（年月日/時分）は写真のち下に写し込ま 
れます。 

* 写し込まれたデート表示び、背景によっては見えに 
くくなる場含びあります。 


電源を入れて" SEL " ポタンを押ずと、デート 
モードが図のよラに切り替わりまず。 

1®=攫択したモードが撮影時に写し込まれまず。 

* ‘ ." を選択すると、写真にデートは入りません。 

* デート合わせを行ラと、デートモードは"年月日"の 
表示になります。デートを合わせたら、デートモー 
ドを選択し直してください。 


準備編 
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基本編 


フイルムを入れまず 
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列箱とパト□ーネ（フィルムの容器）に、 DX マー 
クがある 35 mm フイルムを使用しまず。 



■使巧できる感度 

ISO 已0、100、200、400、 800. 1600、3200 
■撮影可能枚数 


36EXP 

24EXP 

12EXP 

3巨枚 

24枚 

12枚 


* 規定枚数を超えて撮影でをる場合びありますび、 
最後のコマはプ U ントされないことやデートの印 
字び途中で切れることびあります。 


•上記し U がの感度のフィルム、 DX マークのないフィ 
ルムは IS 曰100の感度にセツトされます。 
♦フィルムの装てん■取り出しは、直射日光を避 
けて行ってください。 



〇フィルム確認窓か5フィルムび装てんされて 
いないことを確認しまず。 

©裏ぶた開放つまみを動かしまず。 

©裏ぶたを開けまず。 

* フィルムを入れる前に電池を入れてください。 

* 撮影途中のフィルムび入っているとさは絶対に裏ぶ 
たを開けないでください。フィルムを取り出すとき 
は27ページをご参照ください。 

* 裏ぶたに無理な力を加えないでください。 

* 裏ぶたを開けた状態ではシャッターは切れません。 
裏ぶたを開けたままシャッターを切りたいときは、 
裏ぶた開放つまみを下側に動かしてください。 










































o フィルムを入れます。 

©フィルムの先端を "FILM TIP " マークまで 
引き出し、スプールの上にのせます。 

©裏ぶたを閉めまず。 

臨フィルムが自動的に1コマ目まで送られまず。 

* パト□ーネび浮さ上がっていると裏ぶたび閉まりま 
せん。 

本フィルムを長く引き出しすざたときは、フィルムを 
一度取り出して、長さを調節してください。ただし、 
フィルムを長く引さ出しすぎると感光ずる恐れびあ 
りますので、ご注意ください。 

* フィルム確認窓を通して、装てんしたフィルムの種 
類、フィルム枚数、フィルム感度び確認でをます。 



電源を入れ、フィルムカウンターの表をを確認 
しまず。 


基 

本 

編 


び表示されない場合は、フィルムび送られてい 
ません。そのとさシャッターは切れません。ちラー 
度フイルムを入れ直してください。 
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ファインダーについて 


AF (才ート . 
フオーカス） 
フレーム 



-近距離補正 
マーク 


-撮影範囲 

フレーム 


I- -AEB MF- -1 

AEB (才ートエクスポージ中一 MF (マニュアル 

ブラケテイング）表示 フォーカス）表示 


み E 目(オートエクスポージャーブラケティング) 

AE 巨モード設定時、シャッターボタンを半巧し 
すると、 " AEB " が表示されまず。 


耐 F (マニュアルフオーカス ）I 

マニュアルフオーカス設定時、シャッターボタ 

ンを半押しすると、 " MF " が表示されます。 
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巧最影範囲フレーム1 

このフレーム内で構図をミ夫めます。 

IAF (才ートフォーカス）フレーム II 

写したいもの（被写体）にこのフレームを合わせ 
ます。 

||近距離補正マータ！ 

撮影距離が約 C ).4 m 〜日.日 m の場合に、構図をミ夫 
めるのに使巧します（ィ19ページ)。 


























近距離撮影の場合 


撮影距離が約 a 4 m 〜 0.9 m の場合は、上図のに:]の節囲び写ります。 

本約 a4m まで近づいて撮影でをます。 


近距離撮影では、ファインダー窓から見える範囲と写る範囲にズレび生じます（ファインダー窓と撮影レンズの 
位置び違ラため)。近距離補正マークは、ファインダー窓から見える範囲と実際に写る範囲の目をになります。 


基本編 
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さあいよいよ撮影でず（フルオート撮影の場合) 


r フルオート撮影1 

♦ピント： AF (才ートフォーカス） 

♦露出モード：プ□グラム AE モード 
♦スト□ボモード：自動発光モード 

ピント、露出、スト□ボなど、ずべてカメラが 
自動的に設定します。細かい設定を気にせず、 
気軽に撮影でさます。 



@フオーカスダイヤルを " AF " に合わせます。 

臨フオーカスダイヤルは" AF " で □ ックされまず。 
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両脇を綱め、カメラを両手でしっかり構えます。 
縦位置撮影ではスト□ボ発光部が上にくるよラに構 
えます。 


本撮影可能距離は 0.4171 〜のです。 

本レンズやスト□ボ発光部、 AF - AE 窓に、指やスト 
ラップび掛からないようにしてください。 


大切な撮影（結婚式や海が旅行、業務用途など）の 
前には試し撮りをして、力六ラび正常に機能するこ 
とを確認してください。 



AF フレーム全体を被写体が満たすよラにね5い 
ます。 
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さあいよいよ撮影でず（フルオート撮影の場合) 



シャッターボタンを半巧しします。 

カメラが自動的にピントと露出を設定し、 AF ラン 
プ(緑）が点口します。 

* 警告ランプ（ホ）び消むしていることを確認してくだ 
さい。 



シャッターを切ります。 

暗いところでは自動的にスト□ボが発光しまず。 
フィルムカウンターの数字が1増え、フィルムが次 
のコマまで送られまず。 


■フルオート撮影時のファインダーランプ表示について （シャツターボタン半巧し時) 


表示 

対処ちま 

AF ランプ 
(緻 

点滅 

①打 4m 〜00で撮影してください吕1ぺ-ジ)。 

③ 「AF の苦手な被写体」 （■» 吕3ページ）を参考に、 AFn ック撮影して<ださい。 

警告ランプ 
馈） 

《スト□ボ発光時 

点滅 

■警告ランプの点滅び消えるまで離れてください（->23ページ)。 

点灯 

■ストロボ充電中です。消灯ずるまで待ってください（スト□ボ充電時間は約4秒)。 


22 * スト□ボ充電中にシャッターを切ると、露出アンダーになることびあります。 




















































■スト□ボ撮影範囲 

スト□ボ撮影時に適正露出び得5れるスト □ 
ボ撮影範囲は、使用フィルム感度、絞り（絞り 
優先 AE モード時）によって異なります。プ〇 
グラム AE モードでスト□ボが必要となる暗い 
ところで撮影するときは、似下のスト□ボ撮 
影節囲巧で行ってください。 


フィルム感度 

スト□ボ撮影範囲 

に〇已〇 

日. 4〜 3.0 m 

ISO 100 

日. 4〜 4.2 m 

ISO 200 

日.已〜 6.0 m 

ISO 400 

日. 7〜 8.5 m 

ISO 800 

1 .0 〜 1 2.0 m 

ISO 1600 

1 .4 〜 1 7.0 m 

ISO 3200 

2.0 〜 24.0 m 


( U バーサルフイルム使用時) 


* ネガフィルム使用時はラチチュードび広いため、 U バー 
ヴルフイルムよ0ある程度遠い距離でち撮影でさます。 


♦ AF の苦手な被写体 ♦ 

なのよラな場合、まれにピントび合わないことびあ 
ります。このようなときは、 AF □ック撮影（424 
ページ）、マニュアルフォーカス撮影（">4已ぺージ） 
を行ってください。 

♦被写体の近くに太陽などの明るしが源や、反射光 
(車のフロントガラス、波の反射など）びある場合 
•画面の中央部付近に鏡、金属面などのお射面びあ 
る場合 

♦被写体に比べて、背景び極端に明るし''場合 
♦被写体のコントラストび極端に低い堤合 
• 被写体び縦線のみで構成されている場合 
• 被写体び高速で移動している場合 


基本編 
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AF (才ートフオーカス）□ック撮影 



このよラな構図では AF フレームび被写体（この 
場合は人物）か5がれていまず。このままでは 
被写体にピントが台いません。 



AF フレームに被写体が入るようにカメラを動か 
します。 
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そのままシャッターボタンを半巧し ( AFD ック） 
します。 

i ^ AF ランプ（緑）の点灯を確認しまず。 

本このとき、 フオー カスと同時に露出 もロック （冉 E □ッ 
ク）されます。 



シャッターボタンを半巧し （ AF □ック）したま 
ま最初の構図に戻して、シャッターを切ります。 

* AF □ック操作は、シャッターを切る前なら何回でち 
やり直せます。 


基本編 
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フィルムを取り出します/撮影途中でフィルムを取り出します 


フイルムを取り出すときは 



陵^きき戻しが完了ずると、 "£ "が表示されまず。 



〇裏ぶた開放つまみを動かします。 
©裏ぶたを開けまず。 

©フイルムを取り出しまず。 

* 裏ぶたに無理な力を加えないでください。 


26 


必ずモーターび止まり "£ "び表示されたことを確 
認してください。" E" び表示される前に裏ぶたを開 
けよラとすると、カメラび故障したり、フィルムび 
感光する恐れびあります。 


巻き戻したフィルムを入れたままの状態では、電源 
OFF にしてもレンズは収納されません。フィルム 
の巻さ戻しび完了したら、フィルムを取り出してく 
ださい。 





























撮影途中で巻き戻すには 



" Q ：! i " ボタンを押します。 

陪=巻を戻しが完了ずると、 "£ "が表示されます。 


必ず モーターび 止まり" |C" び 表示されたことを確 
認してください。" E" び表示される前に裏ぶたを開 
けよラとすると、カメラび故障したり、フイルムび 
感光する恐れびあります。 


撮影途中のフィルムび入っているときは絶対に裏ぶ 
たを開けないでください。万一開いたと舌は、フィ 
ルムを取り出さず、そのまま閉めて<ださい。 
陪^撮影済みのフィルムは感光しています。そのま 
まふたを閉めれば再セットされ、残りのコマを 
撮影でをます。 

应^フィルムカウンターは T に U セットされます。 


基本編 
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応用編 


スト□ボモード 


このカメラには、7種類のスト□ボモードが用 
意されていまず。被写体に応じた撮影を楽しむ 
ことがでさまず。 



"ち < S > "ボタンを押ずと、図のよ5にスト□ボモー 
ドを選択でさます。 


スト□ボモードは撮影後ち保持され、続けて撮影す 
ることびでさます。電源を切ると自動的に解除され 
ます。 



■ 表をなし自動発光モード 

ps を福穀を便田むまず:！ 

暗いところで自動的に発光します。 

































<§> ホ目軽減モード 

I 赤目現象を軽減します。1 

スト□ボが4回プレ発光した後、目回目に撮影の 
ためのスト□ボが発光しまず。 


♦赤目現象について ♦ 

人物を暗いところでスト□ボ撮影した堤合、目び赤 
く写ることびありまず。これは、スト□ボの光び目 
の中で反射することにより起こる現象です。赤目を 
起こりにくくするためには、赤目軽減モードを使巧 
ずると共に、 

♦撮られる人にカメラの方に視線を向けてをらう 
♦なるべく近づいて撮影する 
などするとより効果的です。 


応用編 
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スト□ボモード 



度!スト□ボ発光停止モード 

室内照明を利用しての撮影、舞台や室内競技など 
のスト□ボ光び届かない距離での撮影などに使用 
します。 


スト□ボの発光を停止しまず。 

* 暗い場所で撮影するとをは、手プレ防止のため=脚 
の使用をおすすめします。 
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i スト□ボ強制発光モード 

I 悪屬を禾層なと请産宪撮影を桂ち b ます71 

明るいところでもスト□ボが発光します。 

















r 逆光補正なし I 厂逆光補正使用 I 

⑤团逆光補正モード 


[1 山や破"兵などの逆光撮影で使用します。 I 

スト□ポ発光停止モードになり、 +2. C ) EV 露出 
補正して撮影します。全体が明るめになり、被 
写体を自然な陰影*色で撮影でさます。 



SLOW 夜景（ス□-シンク □) モード 
I を裏を攝影を梗用します。1 
ス□ーシャッターのスト□ボ強制発光モードに 
な0まず。 

SLOW <§>夜景(ス□—シンク □) ポートレートモード 
展景と人物を同時に撮影するとさに使用します。] 

ス□ーシャッター. 赤目軽減モード（プレ発光4 
回後スト□ボ発光）になります。 

夜景モード/夜景ボートレートモードでは、スロー 
シャッターになりますので、手プレ防止のため必ず 
兰脚を使用して<ださい。また、撮影中は被写体び 
動かないよラにして < ださい。 


応用編 
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スト□ボモード 


■スト□ボモード使用時の警告ランプ表示について （シャツターボタン半押し時) 


表示 

対処方ま 



プ n グラム冉 E 

•自動発光モード（表示なし）、— を""ち" "sur "s 聊 み。 

:警告ランプの点滅び消えるまで離れてください(: "fSS ページ)。 
■ —®" :暗いところでは、 "4" にしてください。 

■"⑤因" ：露出連動範囲外です。 

警告ランプ 
啸） 

点滅 

絞り優先 AE 

•自動発光モード（表示なし）、- “ち" " SLOW " “目聊<§>" 

:露出オーバーにな 0 ますので、絞りを絞るか、警告ランプの点滅び消えるまで 
離れてください（ィ 3 已ページ)。 

•"⑤ ’：明るいところでは、絞りを絞ってください。 

暗いところでは、絞りを開けるか、 "も’’ にしてください。 

■—⑤因— ：絞りを絞ってください。 


点な 

■スト n ボ充電中です。消灯するまで待ってください（スト n ボ充電時間は約 4 秒)。 


* "獲’’ " SLOW " び表示されるスト n ボモード使用時、1/4已砂よりス n— シャッターになる場合には上記しソがにも警告ラン 
プ（赤）び点滅します。このときは、手ブレ防止のため^脚を使用してください（警ちランプは点滅のままになります)。 

* スト□ボ充電中にシャッターを切ると、露出アンダーになることびあります。 
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絞り優先 AE 撮影 


絞りを設定すると、適正露出になるよラにカメ 
ラが自動でシャッタースピードを設定します。 
絞りの設定と効果は次のよラな関係になります。 


[fe り目盛りをルさい数値にする（絞りを開ける)1 

1®=背景をぼかし、被写体だけにピントが合いまず（被 
写界深度が浅くなりまず)。 

* ポートレート撮影などに有効です。 


帝交り目盛りを大きい数値にする（絞りを絞る)1 
広い範囲にピントが合いまず（被写界深度が深くな 
ります)。 

* 風景撮影などに有効です。 


♦被写巧深度とは ♦ 

被写体にピントををわせたとさ、その前渡にをピン 
卜び合ラ範囲びあります。この範囲を「被写界深度」 
といいまず。 

♦r 被写界深度び課い」といった場合は、ピントの合 
ラ範囲び r 広い」ことを指しまず。 

♦「被写界課度び浅い」といった場合は、ピントの合 
ラ範囲び「狭い」ことを指します。 


r 性質1 

①絞りび開放になるにとをない被写巧深度は浅くな 
り、絞り込むほど被写界深度は深<なります。 

霞撮影距離び遠<なるほど被写界深度は深<、近い 
ほど浅くなりまず。 

頌ピントを含わせた被写体の前方深度（近い側）は 
後方深度(違い側）より浅くなります。 

本詳しくは49ページの被写巧深度表をご参照くだ 
さい。 


応用編 
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絞り優先 AE 撮影 



メインダイヤルを回して、絞りを設定しまず。 


メインダイヤルは、クリックのあるところにセット 
してください。中間にセットすると、露出不良の原 
因になります。 



シャッターボタンを半押しして、 AF ランプ（緑) 
の点な、警告ランプ（ホ）の消打を確認した後、 
シャッターを切りまず。 


* 絞り/シャッタースピード/被写界深度の関係につ 
いて詳しくは、48ページ〜をご参照ください。 





































■絞り優先 AE 撮影時の警告ランプ表示について 


(シャッターボタン半 巧し 時) 


表示 

対処ちま 

警告ランプ 
(赤） 

点滅 

■自動発光モード（表示なし）、 <§>" y "sur ’‘ smw <§>” 

:露出オーバーになりますので、絞りを絞るか、警告ランフの点滅が消えるま 
で離れてください（ィ3已ページ)。 

■ —:明るいところでは、絞りを絞ってください。 

暗いところでは、絞りを開けるか、 " ち " にしてください。 

■ "® 因"：絞りを絞ってください。 

点灯 

■スト n ボ充電中です。消打するまで待ってください（スト n ボ充電時間は約4秒)。 


* "獲" " SLOW " び表示されるスト n ボモード使用時、 1/4 己砂よりス n — シャツターになる場合には上記しソがにも警告ラン 
プ(赤）び点滅します。このときは、手ブレ防止のため^脚を使用してください（警告ランプは点滅のままになります)。 

* ストロボ充電中にシャッターを切ると、露出アンダーになることびあります。 


■絞り優先 AE 撮影時、スト□ボ光の届く距離は、ガイドナンバーを絞り値で割って算出します。 


スト□ボ光の届く距離: 


_ガイドナンパ‘一 
■ 絞り値 


フイルム感度 

ガイドナン バー 

旧〇已〇 

已.已 

ISO 100 

11 

ISO 200 

]已.已 

ISO 400 

22 

ISO 800 

31 

ISO 1600 

44 


応用編 




















セルフタイマー撮影 



の / BULB AEB/± ち <§> 


"の/ BULB " ボタンを押して、 "0" を表示します。 
臨"か’一" BULB " 一表示なしの順に切り替わりまず。 
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OAF フレームを写したいものに合わせて、構図 
を決めまず。 

@シャッターボタンを押します。 

陪=シャッターボタンを半巧しずると、ピントと露出が 
設定されます。シャッターボタンを全巧しすると、セ 
ルフタイマーがスタートしまず。 

恆 AFa ック撮影ち可能でず（今24ベージ)。 


カメラの前に立ってシャッターボタンを押さないで 
ください。ピンボケや露光不良になることびあります。 
























セルフタイマーランプが約 7 秒間点灯した後点 
減に変わり、約 3 秒後にシャッターが切れます。 


•スタートしたセルフタイマーモードを解除した 
し、ときは、"の/ BULB " ボタンを押してください。 
♦セルフタイマーモードは、撮影後または電源を 
切ると自動的に解除されます。 


応用編 
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バルブ撮影 



辰時間の露光び必要な夜景の撮影などに使用します 。I 

" の/ BULB " ポタンを押して、" BULB " を表示し 
ます。 

陪 "0" 一" BULB " 一表示なしの順に切り替わります。 
*バルプ撮影モード設定時、スト□ボモードはストロ 
ボ発光停止モードになりますび、"ち巧 >" ボタンを巧 
ずと、自動発光モードと赤目軽減モードを選択でを 
ます。 


手プレ防止のため、必ず兰脚を使巧してください。 



シヤッターポタンを押している間、シヤッター 
が開をます。 

* 一回の撮影ごとに解除されます。 


*バルプ撮影モード時には、シャッターボタンを半押 
しずると警告ランプ（ホ）び点滅しまず。手プレ防止 
のため兰脚を使用してください（警吉ランプは点ミ威の 
ままになります)。 











































露光時間をミ夫めてバルブ撮影するには 



〇"公/ BULB " ボタンを巧して" BULB " を表をし、 
そのまま"公/ BULB " ボタンを押し続けます。 
©そのまま"の/ BULB " ボタンを押し続けなが！5、 
同時に"ち<§>"ボタンを押して、露光時間を 
切り替えます。蒂望する露光時間が表示され 
たら、 "の/ BULB " ボタンか5指を離してくだ 
さい。 

■設定可能時間 

1秒、2砂、4秒、8秒、1已秒、30秒、目0秒 



シャッターポタンを巧しまず。 

瞻=液晶表示部の秒数がカウントダウンしまず。シャッ 
ターボタンを離した後も、設定された時間中シャッ 
ターは 開いていまず。 

* 一回の撮影ごとに解除されます。 


応用編 
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A 距けートエクスポージャーブラケティング)撮影/露出補正 


AEB (Auto Exposure 巳 racketin 呂）撮影では、適正露出を基準に、適正露出ーアンダ ー- •■才ーバー 
の計3コマを連続して撮影できまず。また、適正露出•アンダー•オーバーか52コマ選んで撮影した 
り、アンダー•オーバーのどち5か1コマだけ撮影（露出補正）することもでをます。リバーヴルフイ 
ルムを使用した撮影や微妙な色合いを表現したいとをに有効です。 


1 


1 

牌司 



昨司 ® I (II 


J 


' 日！日ぶ 

店"!商 

谷 

◎味 a ◎ 

♦ 

r 1 


の/ BULB AEB/± i<§> 

1 1 

1 




" AEB /± "ボタンを押して、 AEB 補正量を選び 
まず。 

臨スト □ボは自動的に発光停止になりまず。 

* 逆光補正モード（">3]ページ）から AE 日撮影モード 
には切り替えられません。"ち<§>"ボタンを押して他 
のスト□ボモードにしてから " AEB /±" ボタンを巧 
して < ださい。 


シャッターボタンを半押しします。 

随ファィ ンダー内に " AEB " が庶订しまず。 

* 設定した露出び得られない場合、ファインダー内の 
"AEB " 、 液晶表示部の" AEB " と冉 EB 補正量び点滅 
し、シャッターは切れません。 

* 1/4己秒よりス □- シャッ ターになる場ちには、警告ラ 
ンプ（ホ）び点滅します。このときは、手ブレ防止のため 
^脚を使用してください（警告ランプは点滅のままにな 
D ます)。 
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情写ずる場合 I 

シャッターボタンを巧し続けると、図のよラに 
適正露出ーアンダー-^オーバーの順で3コマ連 
続で撮影します。 


n コマずつ撮影する場合 I 

1コマずつシャッターボタンを押します。ちラー 
度シャッターボタンを押ずと、続きか5撮影が 
再開されます。 


臨=解除したいときは、再度" AEB/± "ボタンを巧してください。 

臨=3コマとも、1コマ目のピントで撮影します。3コマ撮り終わると、ピントと露出はリセットされまず。 
*3 コマ撮り終わってわ、 AEB 撮影モードは解除されません。 

* フィルム残数び3コマ未満の場合、残数分しか撮影でをません。 


応用編 
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AEB (オートェクスポージャーブラケティング)撮影/露出捕正 


1コマまたは2コマの露出補正を行うには 



◎陳〇 ◎ 

0/BUl0AEB/± 4<1> 


" AEB /±" ボタンを巧して補正量 （"± 日. 5" また 
は"±ぶ"）を選び、そのまま " AEB /±" ポタンを 
巧し続けます。 


■補正値の組み合わせ 
• 補正量 ±0.5 を選んだ場合 


液晶表 7 J \ 

1コマ目 

2コマ目 

日■弓 

適正露出 

-0 .已 EV 

0 3 

適正露出 

+0.5 EV 

-S S 

-0.5 EV 

+0.5 EV 

-S 

-日.巳 EV 

— 

S 

+0.5 EV 

— 



そのまま " AEB /±" ボタンを巧し続けなび5、 
同時に"4<§>"ポタンを押して、補正値の組み合 
わせを選びます。帝望する組み合わせが表示さ 
れた5、 " AEB /± "ボタンか！5指を離してくだ 
さい。 


•補正量±ぶを選んだ場合 


液晶表术 

1コマ目 

2コマ目 

日 - 


適正露出 

-1.0 EV 

n 


適正露出 

+ 1.0 EV 

-J 


-1.0 EV 

+ 1.0 EV 

- 


-1.0 EV 

— 



+ 1.0 EV 

— 


42 * +2. C 1 EV の露出補正を行う場却ま、逆光補正モードをご使用ください 一 31ぺージ)。 


































































シャッターボタンを半押しします。 

陪ファイ ンダー内に" AEB" が点た1 します。 

* 設定した露出び得られない場合、ファインター内の 
"AEB" 、 液晶表示部の" AEB" と冉 E 日補正量び点滅 
し、シャッターは切れません。 



シャッターを切りまず。 

幅=1コマ目のピントで撮影しまず。 

瞻1最り終わった補正値は液晶表示部から消えまず。組 
み合わせをずべて撮影ずると、露出補正を終了し、 
AEB 摄影モードになりまず。 

* 解除するときは、" aeb /± "ボタンを押してください。 


応用編 
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AEB (オートェクスポージャーブラケティング)撮影/露出補正 



露出補正を設定ずるときに（ィ42ぺージの〜邸 
次のよラに操作すると、同じ組み合わせで繰り 
返し撮影でをます。 

0" AEB /±" ボタンを巧して補正量 （"± 日.与"ま 
たは"±ぶ"）を選び、そのまま " AEB /± "ボ 
タンを押し続けまず。 

©そのまま " AEB /±" ボタンを巧し続けなが!5、 
同時に"ち < S > "ボタンを押して、組み合わせ 
を選び、そのまま"ち<§>"ボタンを2秒間巧 
し続けます。 


应1 南正量（"±日. S" または"± !百"）が点滅し、設定び 
保持されていることを示します。 

撮り終わった補正値は液晶表示部か5消えまず。補 
正値は、組み合わせをずベて撮影し終わるたびに、 
表示し直されまず。 

* 解除ずるとをは、" AEB/± "ボタンを押してください。 


44 
























マニュアル フオー カス撮影 



AF でピントが合わない場合や撮影距離を固定した 
いとさに使用します。 _ 

あ5かじめカメラと被写体の距離を目測で測り、 
〇フォーカスダイヤル□ック解除ボタンを巧し 
なぜら 、@フォーカスダイヤルを回して撮影距 
離を合わせます。 

液晶表示部に MF が点打しまず。 

本フォーカスダイヤルび —AF" にをつているときだけ 
□ックされています。 

* 撮影距離び"〇〇"のとさは、スト□ボ発光停止モー 
ドになります。 



シャッターポタンを巧して撮影します。 

瞻=シャッターボタンを半押しずると、ファインダー内 
に" MF" が点灯しまず。 

中マニュアル撮影終了渡は、フオーカスダイヤルを 
"AF" にをわせておくことをおすすめします。 


* マニュアルフオーカスダイヤルは、フィルム面から 
の距離を示します。カメラ上面の" の/ BULB"、 
•‘ AEB/±" の夕きの下側びフィルム面に 
相当します。 


フオーカスダイヤルは、クリックのあるところにセットしてください。中間にセットすると、ピント不良の原因 
になります。 





































参考データ 


■ファインダーランプ表示について （シャツターボタン半押し時) 


表示 

対処ちま 

AF ランフ 
(緑） 

点滅 

① 日 .4 m 〜〇〇で撮穀してください (>>21 ぺージ)。 

② 「 AF の苦手な被写体」（ィ23ぺージ）を参考に 、 AFn ック 撮影、あるいはマニュアル フォー カス撮 
穀してください。 


点灯 

■撮影でさます。 



プ n グラム冉 E 

■自動発光モード（表示なし）、- "" ち " — sur "SLM <§>’’ 

:警告ランプの点滅び消えるまで離れてください（-►23ぺージ)。 
■—⑤"：暗いところでは、 ‘‘4’ にして<ださし、。 

■ 因"：露出連動節囲外です。 

警告ランプ 
啸） 

点滅 

絞り優先 AE 

■自動発光モード（表示なし）、<§> y "SLOW" "SUM <§>— 

:露出オーバーになりますので、絞りを絞るか、警告ランフの点滅び消えるま 
で離れて<ださい （■► S 己ページ)。 

•"⑤’：明るいところでは、絞りを絞ってください。 

暗いところでは、絞りを開けるか、 ‘‘ V ’ にしてくださし、。 

■ —® 因—：絞りを絞ってください。 


点巧 

■スト n ボ充電中です。消灯するまで待ってください（スト n ボ充電時間は約 4 秒つ。 


* "獲’’ " SL 州"び表示されるスト n ボモード使用時、1/4巳秒よりス□- シャッ ターになる場合には上記けがにも警告ラン 
プ（赤）び点滅します。このときは、手ブレ防止のため兰脚を使用してください（警ちランプは点滅のままになります)。 

ホ " BULB " 時には、シャッターポタンを半巧しすると警告ランプ（ホ）び点滅します。手ブレ防止のため三脚を使用してく 
ださい（警告ランプは点滅のままになります)。 

* スト□ボ充電中にシャッターを切ると、露出アンダーになることびあります。 
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扫 1已 30 60 

-シャッタースピード 


12已 250 已〇〇1000 (1/ T ) 
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参考データ 


時の露出制御線図 * 使巧するフィルム感度 ( ISO ) にかかわらず、自動発光モード使ち 

シャッタースピードが1/4己秒より遅くなるとスト□ボび発光します。 
例：に0100のフィルム使用時、 EV 9 .已よ0暗いとを 



2 4 8 1已 30 日0 12己 2已〇 已〇〇1000 (1/ T ) 

ーシャッタースピード 


時 


E 

A 

先 

優 

り 

絞 




巨 

と 


- 絞り値 




































■被写界深度表 


( m ) 



0.4 m 

0.7 m 

1.0 m 

1.5 m 

2.0 m 

3.0 m 

已 .Om 

7.0 m 

10.0 m 

〇〇 

F 吕.巨 

0.3 白〜0.41 

0.68-0.73 

0.95-1.06 

1.3 日〜 1.64 

1.8 □〜 2.2 已 

2.已巨〜3.巨己 

3.88 〜 7.05 

4.97-11.9 

6.31 〜 24.3 

1 6.9 〜の 

F 4 

0.3 曰〜0.41 

0.67-0.74 

□.日3〜1.09 

1.33 〜1.72 

1.71〜 2.42 

吕 .38 〜4.08 

3.46 〜 9.06 

4.3 □〜1日. □ 

5.吕巨〜107 

11.0~〇〇 

F 已.巨 

0.3 日〜0.42 

0.65-0.76 

□.日〇〜1.13 

1.己8〜 1.83 

1.61 〜己 .64 

吕 .20 〜 4.77 

3.08-13.4 

3.73 〜61.0 

4.43 〜〇〇 

7.8 己〜00 

F 8 

0.38-0.42 

0.63〜 0.7 目 

□.8巨〜 1.1 日 

1.己〇〜己 .01 

1.4 日〜3.□巨 

1.97-6.39 

乙.已已〜49占 

3.11-00 

3.已8〜00 

已.己'!〜00 

F 1 1 

0.37〜0.43 

0.61-0.82 

□.8己〜 1.29 

1.1 己〜吕 .31 

1.3 已〜 3.83 

1.7已~11.吕 

2.26 〜00 

2.58 〜00 

吕 .89 〜〇〇 

4.02〜00 

F 1 白 

0.3 白〜 0.4 巳 

0.58-0.89 

□.76〜 1.4 日 

1.00-3.08 

1.1 日〜巨.63 

1 .47 〜の 

1 .81 〜 M 

2.01〜00 

2.1 9〜00 

2.78 〜の 
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このよラなとさは 


操作中このよラなときは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 

参照ページ 

シャッターび切れない。 

①"仁 n" び点滅していませんか。 

③電源は入っていまずか。 

③ フィルムカウンターび"日"で点滅 
していませんか。 

④ " £" び表示されていませんか。 

⑥セルフタイマー作動中ではありま 
せんか。 

⑧ファインダー内の" AEB"、 液晶 
表示部の" AEB" び点滅していま 
せんか。 

①新しい電池に交換してください。 

③メインダイヤルを回して、電源を 
入れて < ださい。 

③ フィルムの先端を" FILM TIP 
マークまで引を出して、正しくフィ 
ルムを入れてください。 

④ フィルムを取り出して、未使用の 
フィルムを入れてください。 

⑥ "の/ BULB" ボタンを押してセルフ 
タイマーを解除してください。 

⑧- AEB 補正量をルさくしてくださ 
い。 

•絞り優先 AE 撮影時には、絞り値 
を変えるか、あるレは" P" にし 
て < ださい。 

•"AEB/± "ボタンを巧して、冉 E 日 
撮影モードを解除してください。 

13ページ 

12ページ 

17ページ 

1己ページ 

3日ページ 

40ページ 

41ページ 

41ページ 

フイルムを入れて電源を 
入れてを、フイルムカウ 
ンターび"!"にならない。 

• 電池び入っていますか。 

• フィルムを入れる前に電池を入れ 
て < ださい。 

11ぺージ 

ピントび合わない（冉 F 使 
巧時に AF ランプ（緑）び 
点滅)。 

① 被写体に近づさすぎていませんか。 

② AF の苦手な被写体をねらってい 
ませんか。 

① 0.4 m じ(上離れて撮影してください。 

② 冉 F □ック撮影またはマニュアル 
フオーカス撮影してください。 

21ページ 
24、4巳 
ぺージ 










操作中このよラなときは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラしてください 

参照ぺ-ジ 

液晶表示部びすべて点灯 
してし)る。 

— 

♦力分ラの故障です。フイルムを取り 
出さずに弊社サービスステーシヨ 
ンにお問い合わせ < ださい。 



プリントがこのよラなとさは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラしてください 

参照ページ 

画面びぼんやりしている。 

① AF 窓をかくして撮影しませんで 
したか。 

① AF 窓をかくさないよラにカメラ 
を正しく構えてください。 

吕1ページ 


霞被写体のねらい方び適切でした 
か。 

擅 AF フレームでねらって撮該また 
は AF □ック撮影してください。 

吕4ページ 


③レンズび巧れていませんか。 

③レンズをきれいにしてください。 

已4ページ 


④手プレしていませんか。 

④カメラをしっかり構え、シャッター 
ボタンを静かに巧してください。 

ス□ーシャッター時は吉脚を使巧 
して < ださい。 

吕1ページ 


⑥マニュアルフォーカス撮該時、撮 
影距離は正し<セットされていま 
したか。 

⑤撮影距離を正しくセットしてくだ 
さい。 

4已ページ 


避冉 F ランプ（緑）の点滅を無視して 

⑧ AF □ック撮影またはマニュアル 

24、4己 


撮影しませんでしたか。 

フオーカス撮影して < ださい。 

ページ 
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このよラなとさは 


プリントびこのよラなとさは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 

参照ページ 

画面び暗い。 

①警告ランプ（ホ）の点む/点滅を無 

①•スト□ボの充電び完了してから 

22、32、 


視して撮影しませんでしたか。 

撮該してください。 

-絞り優先 AE 撮影時には、絞りを 
変えるか、" P " にしてくださし、。 
•スト□ボ強制発光モードにして 
<ださい。 

3已ページ 
34、20 
ぺージ 
30ページ 


③暗い場所でのスト□ボ撮影で、被 

③規定のスト□ボ撮影範囲巧で撮影 

23、3己 


写体び遠すざませんか。 

して < ださい。 

ぺージ 


③スト□ボ撮影時にスト□ボ発光部 
に指び掛かっていませんでしたか。 

③スト□ボ発光部に指を掛けないで 
<ださい。 

21ページ 


④窓際などの逆光撮影ではありませ 

④"ち"または"⑤团。モードにセツ 

30、31 


んか。 

卜して撮影してください。 

ぺージ 

画面び明るい。 

①警告ランプ（ホ）の点滅を無視して 

①•絞り優先 AE 撮影時には、絞りを 

34、20 


撮影しませんでしたか。 

変えるか、" P " にしてくださし、。 

-撮影距離び近すぎます。警告ラ 
ンプの点滅び消えるまで離れて 
<ださい。 

ぺージ 
23、3巳 
ぺージ 


②" ® 团—モードになっていません 
でしたか。 

②" ® 团"モード政がで撮影してく 
ださい。 

28ページ 

デートの（曰付/時間）び 

♦電池を入れたとさ、をしくは電池 

♦電池を入れたとさ、わしくは電池 

13ページ 

合っていない。 

交換時に修正しましたか。 

を交換したとさは、曰付と時間を 
修正してください。 











プリントがこのよラなとさは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラしてください 

参照ページ 

デートび写し込まれてい 
ない/はっさり写らない。 

①デートモードを" . ’’にして 

撮影しませんでしたか。 

© デートの写る位置に、白-黄•だ 
いだい色などの明るいちのびあり 
ませんか。 

① " . "政がのデートモードを 

選択して撮該してください。 

② デートの写る位置に、なるべく明 
るいをのびこないよラにして<だ 
さい。 

1已ページ 

1已ページ 
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取扱上のお願い 


カメラは精密機械でず。取り扱いには次のよラ 
なことに十分ご注意ください。 


1. カメラの清掃 

•巧れをふさ取るのにシンナー、アルコールなど 
の溶剤は使用しないでください。 

•撮影前後に、力^ラの清掃を行ってください。 
ブ□アーブラシでほこりを化い、カメラの外側 
はシ U コンク□スなどの柔らかい巧でふいてく 
ださい。 

•フイルム室に巧れやほこりがあると、フイルム 
を傷つけることがあります。特にカメラ内部の 
清掃は萬にむ掛けてください。 

2. レンズの清掃 

•レンスのすり傷は、想像！;(上にシャープネスの 
劣化につなびります。何となくコントラストが 
低下し、しまりのない写真になったら、すり傷 
が原因になっていることび考え b れます。 

そこで、レンズ清掃はし: TF のよラに注意深く行っ 
て < ださい。 

①レンズ表面のごみ、ほこりをブ□アーブラシ 
で吹さとばして < ださい。 

54 ②ク U- ニングペーパーに市販のレンズク U- 


ニング液を浸して、軽くレンズの中むか b 周 
辺に向かって、回しなが b ふさ取ります。 

③レンズのミちれがとれたら、乾いたク U —ニン 
グペーパーでレンズク U —ニング液のみさむ 
らを、レンズの中むか6周辺に向かって、回 
しながら軽くふさ取ります。 

•レンズにごみ、ほこりなどび付いているとさ、 
息を吹さかけてシ U コンク□スなどでみくこと 
は絶対避けてください。すり傷発生の原因にな 
0ます。 

♦ AF 窓、ファインダーについてち、レンズ清掃と 
同じよラに清掃を巧ってください。 AF 窓の傷は、 
正しい距離測定に支障を来すことがあります。 
同様にファインダーのミちれ-傷はファインダー 
の見えに影響をちえることびあります。 

3. 液晶表示について 

•約巨 crc の高温では、液晶表示び黒くなることび 
ありますび、常温に戻れば正常になります。 

• 低温下では、液晶の表示応答速度び遅くなるこ 
とがありますび、これは液晶の性質によるもの 
で故障ではありません。 


4. 電池について 

•低温下では、電池は性能び低下する性質を持っ 



ています。萬温に戻れば性能は回復します。低 
温下での撮影には、新しい電池を使用し、予備 
の電池をポケットなどに入れて、温めなび b 交 
互に使うなどの方法をとってください。消耗し 
た電池では低温時、力:ラが作動しなくなるこ 
とびあ0ます。 

• 電池容量の表示が " <cn "になりました b 電池 
交換び必要となりますので、予備の電池と交換 
して < ださい。 

己.使用温度範囲 

•このカメラの使用温度範囲は一 icr 巳〜 +4 crc 
です。 


6. 保管 

•夏期は、高温の自動車の中传湿気のある場所に 
長時間放置しないで<ださい。 

•カメラを保管するとをは、湿気、ほこり、熱の 
影響のないところに収納してください。 

•ナフタ U ンなど防虫剤のガスは、力;><ラにちフイ 
ルムにも有害ですから、たんすなどへの収納は 
避けてください。 

7. フイルムの出し入れ 

•必ず直射曰光を避けて行ってください。 
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アフターサービスについて 


お手持ちの製品が故障した場合には、巧の要領 
で修理させていたださまず。ご購入店または富 
±フイルムヴービスステーションに直接お申し 
出ください。それ ly がの 責 は、ご容赦いただき 
まず。なお、保証、使い方などのご不明の点に 
つきましても、裏面記載のお近くの脾社営業所 
やサービスステーションをご利巧<ださい。 


♦無料修理 

故障した製品についてはご購入年月曰、販売店 
名の記入された、ご購入曰よ D 1年し U 巧の保証書 
び添付されている場合には、保証書に記載され 
ている内容の範囲内で、無料修理させていただ 
さます。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品保証 
規定をご覧 < ださい。 

♦有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料とな 
ります。保証期間内であっても、下記のよラな 
場合はすべて有料とな0ます。また運賃諸掛か 
りは、お客様にてご負担願います。 

1.修理ご依頼の隙、保証書の提示または添付の 
56 ないをの。 


2. 保証書にご購入年月日、販売店名げ記入され 
ていない場合、または記載事項び訂正された 
場合。 

3. 富±フイルム サービスステーショ ンし U がで分 
解、修理されたもの。 

4. 火が、地震、風水害などの天災による損害、 
故障。 

己.お取扱上の不注意（使用説明書!^处がの誤操作、 
落下、衝撃、水掛かり、砂•おの付着 、が 
ラ内部への水•砂-ミ尼の入り込みなど)、保管 
上の不備（高温を湿やナフタリン、しょラの 
ラの入った場所での保管）、お手入れの不備 
〔かび発生など）により生じた故障。 

目.前記政がで弊社の責に帰すことのでさない原 
因により生じた故障。 

7.各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に 
依頼されたちの。 

♦修理不能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひどく、 

故障前の性能に復元でをないと思われるもの、 

および部品の手当が困難なものなどは修理でさ 

ない場合もありますので、お近くの冨±フイルム 

サービスステーションにお問い合わせください。 



♦修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造巧ち切り後 7 年を 

目安に保有しておりますので、この期間中は原 

則として修理をお弓 I さ受けいたします。 

なお、部品保有期間終了後でち修理でさる場含 

ちありますので、詳しくはご購入店かお近くの 

冨±フイルムサービスステーションにお問い含 

ねせ < ださい。 

♦修理ご依頼に隙してのご注意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場合に 
は、必ず保証書を添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステーショ 
ンで、ご指定の修理箇所、故障内容を詳しく 
ご説明ください。故障の状態によっては、事 
故となったフィルムなどを添えてくださると 
修理作業の参考にな0ます。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、麟社では各 
部点検をはじめ品質、性能上必要と思われる 
すべての箇所を修理しますので、料金び高く 
なることびあります。 

4. 修理料金が高く見込まれる修理のとさは ro 
000円な上は連絡してほしい」と金額をご 
指定ください。ご指定のないとさは] 2,00日 


円な内の料金で修理完了する場合は修理をす 
すめさせていたださます。 

己.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事 
故を避けるため、修理品か b 取りがしてお手 
ちとに保管してください。 

目.修理のために製品を郵送される場含は、ご購 
入時のが箱などに入れてしっかり包装し、必 
ず書留ル包でお送りください。 

7 .修理期間は故障内容により多少違いますび、 
厳重な調整検査を行いますので、普通修理品 
の場含は富±フイルムサービスステーション 
で、お預かりしてか b 通常 7 〜] 0 曰位をご予 
定ください。 

•海外旅行中の故障 

海外旅行中に故障した場合は、海外各地の冨± 
フイルム海外支店または各国の冨±フイルム巧 
理店をご利用ください。冨±フイルム海外支店、 
代理店の所在地一 K 表はお近<の富±フイルム 
サービスステーションにおたずね<ださい。な 
お、海外での修理は対応できない場合げありま 
すので、あらかじめご了承くださし、。 
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主な仕様 


レンス 
距離合わせ 


フアインダー 
ファインダー内表示 

ファインダー近傍表示 

シャツ ター 
シャツ タースピー ド 
セルフタイマー 
露出 制 御 

撮影 モー ド 
AEB / 露出補正 


3已 mm レンズシャッターカメラ 
24 mmx 36 mm 
13已□-ルフイルム 
撮影枚数 


36 EXP 

24 EXP 

1吕 EXP 

36枚 

24枚 

に枚 


スーパ ー E 巳 C フジノンレンズ3群4枚構成 f =38 mm 1: 2.6 画角：日注吕** 

パッシブ AF 方式撮影距離： 0.4 m 〜〇〇 

マニュアルフォーカスモード切り替え可能 （1 日点切り誓え） 

フォーカス□ック機能付き 

実輸式ファインダー視野率： 8日％(〇〇時）倍率：日.48倍 

AEB (オートエクスポージャーブラケティング） MF (マニュアルフォーカス） 

近距離補正マーク 

AF ランプ(緑）< 点打：撮影距離日 K 、 点滅：撮影範囲が警告> 

警告ランプ(ホ）< 点巧：撮影不可、点滅：露出警告> 

AE 電モ式レンズシゎッター（プ□グラム AE 、 絞り優先 AE ) 

B 、 1/2秒〜1/2日0砂 （ F 2 .日時)、〜1/10日日秒 （ F 1 巨時） 

電モ式作動時間：]日秒セルフタイマーランプ巧さ 

CdS が部測光方式 

連動範囲： EV 4 〜]巨 ( ISO 1 00) 

プ□グラム AE 絞り優先 AE 

+0万 EV 、+1.0 EV 選択適正露出ーアンダー-^オーバー 
逆光補正モード （+2.0 EV ) 


式ズム 


サ 

面 


フ 

用 


形画使 








フイルム感度 

フィルム装てん 
フィルム送り 

フイルムカウンター 
スト □ボ 


DX オー トセット 
ISO 加〜3200 

イージー□ーディング ] コマ目自動セット 

逆装てん順送式自動巻き上げ自動巻さ戻し最終コマ撮影後自動巻さ戻し 
達中巻さ戻し可能（巻さ戻しボタン操作による） 

液晶表示部順算式最終コマ巻さ取り後" £" 表示 

内蔵式低輝度自動発光スト□ボ充電時間：約4砂ガイドナンバー：1 ] 

自動発光モード/赤目軽減モード/スト□ボ発光停止モード/ 

スト□ボ強制発光モード/逆光補正モード/夜景（ス□ーシンク □) モード/ 

夜景（ス□ーシンク □) ポートレートモード 

フィルムカウンタースト□ボモードセルフタイマーバルブバルブタイマー 
AE 日（オートエクスポージャーブラケティング） AE 目補正量露出補正値 
MF (マニュアル フオーカス）デート電池容量 
U チウム電池 CR 2 ] 本 
云脚ねじ巧付さ 

1 23. C ) mmx 63 .已 mmx 37.0 mm (突起部除く） 

2己□旨（電池別） 


部 源他法量 
示 

表の 

晶 

液 電そ寸重 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 
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鸣 I FUJIFILM 


富 ± 写真フイルム株式会社 


参本製□ちについてのお問い合わせは… 

富±フイルムプロフIツシヨナル写真部 
富±フイルムプロ フ王ツ シヨナル写真部 
富±フイルム大阪支な 
富±フイルムネし幌営業所 
富±フイルム仙台営業所 
富±フイルムを古屋営業所 
富±フイルム広島営業所 
富±フイルム福岡営業所 
♦慢巧の受付は… 

ま京：富±フイルムサービスステーシ i 
富±フォトサロン-ま京 
大阪：富±フイルムサービスステーシ S 
富±フォトサロン • 大阪 


化暢 
仙台 
新谓 
静岡 
名古屋 
金巧 
高お 
広島 
福岡 
鹿児島 


富±フイルムサービスステーシヨ 
富±フイルムサービスステーシヨ 
富±フイルムサービスステーシヨ 
富±フイルムサービスステーシヨ 
富±フイルムサービスステーシヨ 
富±フイルムサービスステーシヨ 
富±フイルムサービスステーシヨ 
富±フイルムサービスステーシヨ 
富±フイルムサービスステーシヨ 
富±フイルムサービスステーシヨ 


T106-8620 ま京都港区西麻布 2-2 目-30 
ま京販売グループ 

干541 -0051 大阪市中央区備後町 3-5-1 1 
干 060-0002 ネし悔市中央区か2を西 4-2 化幌；井ビル別館 
干 980-081 1仙台市青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生をタワービル 
干 460-0008 を古屋巿中区お 2-10-19 名古屋商工会議所ビル 
干 732-081 目広島市南区比治山本町 16-35 広島産業で化センター 
干 812-0018 福岡市博多区住吉 3-1-1 

干 105-0022 まを都港区あ岸 1-9-1 5竹をビル 
干104 -0061 東京都中央区銀座 5-1 銀座ファイブ 
干541 -0051 大阪巿中央区倫後町 3-2-8 大阪長をビル 
干 530-0001 大阪巿北区梅田 1-9-20 大阪マルビル 
〒〇 60-0002 化幌巿中央区北2条西 4-2 化幌；井ビル別館 
干 980-081 1仙台巿青葉区一番町 4-6-1 仙台第一ををタワービル 
干 951-8067 新谓巿本巧通7番町1153本町通ビル 
干 420-085 目静岡市栄町 1-5 殖産ビル 
〒が 0-0008 を古屋巿中区栄 1-12-19 
干 920-0864 金お巿高岡巧 1-39 住友をを金巧喜岡町ビル 
干 760-001 5富松巿紫雲町 3-1 を西第2マンション 
干 732-0816 広島巿巧区比';台山本巧 16-35 広島産業で化センター 
干81 2-001 8福岡市博多区住吉 3-1-1 
干 892-0838 鹿児島巿新屋敷町16公なビル 


曜、日曜、ネ兄日、年末年始、夏期休暇は休業させていただきます。 

•まを：富±フイルムサービスステーシヨンは、通常の±喔日け兄日、年末年始、夏巧休暇凶か）は営業しております。 

ただし、受け巧し業務のみとなります。 

•富±フォトサロン•まを、大おはをけ惠し業務のみです。 

♦富±フイルム製□口□のわ問い合わせは… 

お客様コミュニケーションセンター(月曜日〜金曜日午前9 : 30〜午後5 : 00) TEL〈03)3406-2981 


TEL (03) 340目-2051 
TEL (03) 340目-2094 
TEL (06) 6205-6471 
TEL (011)241-71 64 
TEL (022) 265-21 21 
TEL (052) 203-52 的 
TEL (082) 256-3311 
TEL (092) 281-0231 


TEL(03)3436-1315 
TEL (03) 3571-9411 
TEL (06) 6260-0915 
TEL (06) 6346-0222 
TEL (011 )222-3973 
TEL (022) 265-2149 
TEL (025) 223-7731 
TEL (054) 255-2465 
TEL (052) 202-1851 
TEL (076) 263-3466 
TEL (087) 834-8355 
TEL (082) 256-3511 
TEL (092) 281-4863 
TEL (099) 226-2515 


FGS-10 3108-⑩ -04 




